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GISによるサトウキビ生産支援'情報システムの開発（第１報）

一点情報の表示と解析一

上野正実・孫麗唖・大川欣之

川満芳信・渡嘉敷義浩

ＭａｓａｍｉＵＥＮＯ，ＬｉｙａＳＵＮ，YoshiyukiOKAWA

YoshinobuKAWAMITＳＵ，YoshihiroTOKASHIm：

DevelopmentofanInfbrmationSystemtoAssisttheSugarCane

ProductionusingGIS（PartD

-DisplayandAnalysisofSpotInfbrmation-

要旨

著者らが前に開発した数値データ中心のサトウキビの生産支援情報システム（SunetaL，1998a）をより効

果的なものにするために，ＧＩＳ（GeographiclnfbrmationSystem：地理情報システム）ベースのシステムに

拡張した．本報では，南大東島に設置した約100筆の定点サンプリング圃場に関する点情報のマッピングとそ

れを利用した解析結果について報告した．品質データ（単位収量，糖度）などを点表示あるいはサーフェイス

表示し，空間的な分布特性の一部を解析した．糖度および単位収量は年度格差がかなり大きいことを示し，そ

の主要因は気象であると推察した．また，糖度については北区の沿岸部などに継続的に低い地域があることが

わかった．蕨汁の元素成分のうちＫ濃度やP濃度と糖度とを数値地図上で比較し，それらの関係の一部を明らか

にした．南大東島の圃場は全体的に酸性土壌であるが，基盤整備事業完了区にはｐＨ8程度の値を示す圃場があ

り，土壌改良の効果を確認できた．このように限られた点情報のマッピングであっても地域的な生産構造の把

握には効果的であり，生産システムの改善に利用できることを示した．

〔キーワード〕サトウキビ，生産支援，ＧＩＳ（地理情報システム)，点情報，蕨汁成分，土壌成分

Abstract

Theinfbrmationsystemdevelopedbyauthorsinordertoassistthesugarcaneproduction，which

wasanumericaldataorientedone，wasextendedtoaGeographiclnfbrmationSystem（GIS）based

one・MappingandresultsoftheanalysisaboutspotinfbrmationonlOOfieldssetinMinami-Daito

Islandwerereportedinthispaper、Itwasdiscussedwhetherthespotandsurfnceindicationscould

effbctivelyrepresentthespatialdistributionsofthequalitydata，mineralcompositionｓｏｆｃａｎｅｊｕｉｃｅ

ａｎｄｓｏｉＬＴｈｅｒｅｗａｓａｎａｒｅａｗｉｔｈｌｏｗｓｕｇａｒｃｏｎｔｅｎｔｙｅａｒｂｙｙｅａｒａｔｔｈｅｎｏｒｔｈｄｉｓｔｒｉｃｔｏｆｔｈｅｌｓｌａｎd

RemarkableannualdiffbrenceswereobservedwithinbothsugarconteｎｔａｎｄｕｎｉｔｙｉｅｌｄＷｅａｔｈｅｒｃｏｎ‐

ditionswereregardedasmainfactorsThedegreeofdisastersbytyphoonordrought，whichexerted

toallareaofthelsland,wasnotunifbrm・KcontentandPcontentincanejuicewererelatedtothe

sugarcontent､ThesoilinthelslandwasgenerallyacidsoiLontheotherhand,thevaluesofpHin

thefieldspostlandreclamationwereabouteight・Ｉｔｗａｓｒｅｇａｒｄｅｄａｓａｎｅｆｆｂｃｔｏｆｓｏｉｌｉmprovement．
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Thus，mappingofinfbrmationwithlimitedspotswasefTectivetoanalyzeandtoimprovetheproduc‐

tionsystem．

〔Keywords〕sugarcane，productionassistance，ＧＩＳ（GeographiclnfbrmationSystem)，spotinfbrma‐

tion,juicemineralcomponents，soilmineralcomponents

そこで本研究では，別報（Ｓｕｎｅｔａ1.,1998）

で述べた数値データ中心の生産支援情報システ

ムをGISベースのものに拡張することを検討し

た．特に，マッピングとその効果的な利用を目

的とし，システムの基本部を構築した．本報で

は，南大東島に設置した約１００筆（最大200筆）

の定点サンプリング圃場に関するデータを数値

地図上に展開した．これには自作ソフトおよび

市販GISソフトの両方を用いた．これらの圃場

では1995年度より３年間にわたって蒔汁や土壌

を採取し，元素成分の分析を行っている

(ＫａｗａｍｉｔｓｕｅｔａＬ，1996,Ｕｅｎｏｅｔａ1.,1997)．

全圃場に関するマッピングについては第２報で

述べる．

Ｉ緒言

最近減産の著しいサトウキビは，新しい生産

システムの構築と技術の確立によって，低コス

トかつ低環境負荷で増収ならびに高品質化を実

現することが求められている（ＳｕｎｅｔａＬ，

l998a)．それには，1994年度から導入された

品質取引制度によって製糖工場に蓄積される単

位収量，糖度（甘蒔糖度すなわち原料茎に含ま

れる糖分の重量割合を意味する）などの大量の

データを利用すると効果が高い．すなわち，こ

れらのデータを解析・利用するシステムを構築

することによって農家に対する生産支援が可能

となる．このシステムのポイントは，生産物の

集荷施設において効率的にデータを収集し利用

することであるこれに関連して著者らは南大

東島を主対象地域としてデータベース化とその

利用に関する研究を進めてきた（ＳｕｎｅｔａＬ，

1998,ＵｅｎｏｅｔａＬ，1996,ＵｅｎｏｅｔａＬ，1998)．

ところで，品質データ，生産実績，土壌デー

タなどの情報は圃場すなわち土地（オブジェク

ト）に付随したもので，これらを扱うにはＧＩＳ

が最も適している（Machida，1994)．GISは，

数値マッピング技術とデータベースを統合し，

地理的位置や空間に関連する情報を処理してそ

の結果を表示する情報システムである．これに

よって空間的な分布特性の把握が容易になり，

管理作業や各種の計画立案において的確で迅速

な意思決定が可能になる．GISによる表示は農

家に与えるインパクトも大きく，栽培改善や経

営改善に効果的に利用できる．

Ⅱ研究方法

１．システムの構成

本研究で構築を目指しているシステムは，デー

タ収集システム，データベース，解析・表示シ

ステムより構成されている．GISは解析・表示

システムの主要部を分担する．前述のように

本研究では点'情報を扱う簡易なシステムと全圃

場を扱うシステムの両方を検討したが，本報で

は前者について述べる．属,性データとしては品

質取引によるデータと定点サンプリング圃場か

ら収集したデータを用いた．

２．定点サンプリング圃場の設置

増収と糖度向上に必要な基礎データをうるた

めに，作物学，土壌学，システムエ学の３分野

で「糖度向上プロジェクト」（Ｋａｗａｍｉｔｓｕｅｔ
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a1.,1996,Ｕｅｎｏｅｔａ1.,1997）を企画し，南

大東島の全域にサンプリング価1場を設置した

(図１参照)．そこでは，品質取引で糖度評価に

使用した蒔汁，および当該圃場から採取した土

壌や葉片などの元素成分を中心にいくつかの項

目について分析を行っている．サンプリング時

期および点数の一覧を表ｌに示す．土壌および

葉片はｌ圃場より５点を対角線サンプリングし，

混合して試料を得た．なお，圃場のサイズは大

半がｌ～２ｍ程度であった．

３．薦汁および土壌の元素分析

採取した蕨汁および土壊は所定の処理を行っ

た後，高周波プラズマ発光分析装置（島津

ICPS-2000）を使用して元素分析を行った．分

析項目はＫ，Ｐ，ＭｇＮａ，Ａｌ，Ｓｉ,Ｓ，Ｃａ，Ｆｅ

などである．本報ではその－部を用いてマッピ

ングと解析を行う．各成分の単位収量や糖度へ

の影響あるいは相互関係の詳細な解析結果につ

いては別途報告する予定である．

４．南大東島の地理的特徴

本研究ではGISを適用する対象地域として南

大東島を選定した．この島は那覇市の東方約

400kｍの太平洋上に位置し，南北6.54kｍ、東

西5.78kｍ，面積3057kｍ2の卵形の島である

(Minami-Daitovillageoffice，1994)．全体

的に平坦であるが，海岸は断崖絶壁で，中央部

は灰皿のように窪んだサンゴ石灰岩の環礁をベー

スとした地形である．中央低地には約３０haの

表１サンプリングの時期および点数

TableｌＬｉｓｔｓｏｆｓａｍｐｌｉｎｇｔｉｍｅａｎｄｆｉｅｌｄｓ

時期 搾汁液｜バガス 土壊 植物蝋体

1996年３月

1996年１０月

1997年３月

1997年11月

1998年３月

2００１１００ lＯＯ

ｌＯＯ

ｌＯＯ

ｌＯＯ

１００

1００

lＯＯｌｌＯＯ

100

lＯＯｌｌＯＯ

図１サンプリング圃場の位置図．

Fig.１Locationmapofthesamplingfields
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キャナを使用し，圃場位置の読み取りにはディ

ジタイザを使用した．

面積をもつ「大池」をはじめ多くの池が散在し

ている．海岸の断崖から内側に環状に露出した

岩石地帯があり，その内側に二重の防風林が設

置されている．外周の高い部分は「幕上｣，内

側の低い部分は「幕下｣，境界部分は「幕元」

と呼ばれ，幕上，幕下はそれぞれ平坦な地形を

形成している．また，中央部の他の多い湿地帯

は「丸山」と呼ばれている行政的には，北区

(島の北側)，南区（南側)，｜日東区（東・南東

側)，新東区（東・北東側)，池之沢（西側)，

在所（内部の中心地）の６字に分割されている

(図ｌ参照)．総面積の約６割は農地（１，８３８５

ha）であり，農家１戸当たりの耕地面積は約８

haと比較的大きく，農地の約90％でサトウキ

ビが栽培されている．

５．データベースの作成

表示用の地形図として，南大東島10,000分の

1および25,000分の１地形図を用いて島の輪郭，

飛行場，池など特徴的な形状を表す図形データ

を作成した．さらに，サンプリング圃場の中心

位置を点で表示する地図を作成した．

生産実績データベースは製糖工場（大東糖業

株式会社）の資料よりサンプリング圃場の単位

収量，糖度などを抽出して作成した．庶汁成分

および土壌成分データベースは，前述のプロジェ

クトによって収集・分析されたデータを圃場別

および年度別に整理して作成した．

６．ソフトウェアなど

本研究では数値地図の作成および空間解析の

ために，市販のGISソフトウェアArcViewGIS

Version30aを使用した．また，このような市

販ソフトが利用できない場合を想定し

MicrosoftVisualBasicを使用して簡易な表示

システムを開発した．データベースの操作には，

主としてデータベースソフトMicrosoftAccess

97を使用した．地図の読み取りにはイメージス

Ⅲ結果と考察

１．点情報の表示

まず，地図上の圃場位置において糖度，単位

収量などの値を色などで階級表示する簡単な基

本システムを作成した．対象や目的に合わせて

配色は容易に変更できる．各種データを作型別

あるいは品種別に分析する場合が多い（Sun

etaL，l998b）ので，これらを分類して解析・

表示できるようにした．データベース内の多く

のデータから，まず，糖度，単位収量，単位産

糖量，土壌ｐＨ，および，蒔汁と土壌のＰ（リ

ン）濃度，Ｋ（カリウム）濃度，Ｍｇ（マグネ

シウム）濃度などを表示の対象とした．単位産

糖量は単位面積当たりの糖の理論生産量で，単

位収量と糖度の積で求める．

着目した地域の詳細なデータを表示する時に

は，全体基本地図の一部を拡大する．拡大位置

の指定と縮尺は任意に設定でき，圃場位置をマ

ウスでクリックすると関連データが表示される．

１点に関連するデータには多くの項目があるの

で，必要に応じてデータベースから検索して表

示するなお，同様の処理は市販GISソフトで

も可能である．

２．品質データの空間的解析

（１）糖度分布

サンプリング圃場の３年間の糖度をマッピン

グし，２例を図２に示す．同時に平均値と標準

偏差による分級図（以下，分級図と呼ぶ）を作

成し，これらに基づいて収穫年期別に分布の特

徴を解析した．

ａ９５/96年期

９５/96年期は，品質取引の導入以降，糖度が

最も高く，平均糖度は15.2度で，価格設定の基



上野・孫・大川・川満・渡嘉敷：GISによるサトウキビ生産支援』情報システムの開発（第１報）１１

期

－－、－か〆

●

ａ

〆
96/97年

／

FＬ．
－－－Ｏ

ウ
●－

期0-11.

11.5-

４

１２．８
’
い
・
胖
軋
化
』
■
一
口
０
‐
曲
‐
印
山
介
２
．
．
Ｐ
０
牛
・
器
や
’
’
‐
・
‐
．
．
‐
’

》鱗鰯》一一一一一一一》が
溌
司
鰯
溌
溌
繊

１２．９－１４．４

１４．５－１５．８

１５．９－25.0
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Fig.２Distributionofsugarcontent

準となる基準糖度帯（１３１～14.4度；この範囲

では一定価格）以上の圃場が大半を占めている．

表２に示すように，この年期は生育期間を通じ

て降水量が1259.5ｍｍ（95年降水量）と平年に

比べて少なかったため（OkinawaMeteorolog‐

icalObservatory，1994-1997）生育が抑制さ

れ，さらに収穫期においても好天が続いたこと

が高糖度の主要因であると考える糖度分級図

を見ると北区では幕上，幕下ともに平均値以下

の点が多く分布している．これに対して，島の

表２気象条件

Table2WeatherconditionsinMinami-Daitolsland

言;iiiffMX1496.5

１０４

２，０９６

1994年 降水量(ｍ、）

降水日数（日）

風の方向

風速(ｍ／ｓ）

日照時間(時間）

144.5

８

Ｎ

3.4

119.2

79.5

９

ＮＮＷ

4.3

92.0

１２６

９

Ｎ

５．３

１３１．３

１６．５

６

Ｅ

３．７

１６７．７

５１８

l４

ＥＮＥ

３．９

１５１．２

187.5

８

ＳＷ

3.7

220.4

３８４８

７１２

ＥＳＥＥＳＥ

３．３5.6

292.0235.8

１６５

８

ＮＥ

４．８

１９１．８

２２．５

ｌ１

ＮＮＥ

6.1

170.2

７３

８

ＥＮＥ

4.8

158.1

７８

４

ＮＮＥ

5.1

166.3 174.7

105.0

８．９

1259.5

１０７

２，１０６

降水量(ｍ、）

降水日数（日）

風の方向

風速(ｍ／ｓ）

日照時間(時間）

1995年 ９５．５

１１

Ｎ

5.5

113.7

３６

１１

ＮＮＷ

5.5

93.8

１０１

９

ＮＮＷ

５．１

１２１．６

３８２４０．５

５１６

ＳＥ

４．４4.1

190.2143.1

６１．５７２．５８５．５

１１７１１

ＥＳＥＥＮＥ

３．３４．１4.9

297.2235.2204.1

７０．５

６

Ｎ

5.3

118.7

１６

４

Ｎ

5.6

120.9

４２９１３．５

１２４

ＳＷＳSＥ

４．０3.9

149.0318.2 175.5

186.4

８．０

２２３７

９６

２２１０．４

降水量(ｍ、）

降水日数（日）

風の方向

風速(ｍ/ｓ）

日照時間(時間）

1996年 ２８．５

８

ＮＮＥ

4.1

180.2

３７

５

Ｎ

５．５

１１０．０

77.5327.5

８１５

ＮＥＥＮＥ

5.14.3

140.1110.1

２９４１４．５３５０４４２．５

４４９１２

ＳＷＥＳＥＳＳＷＥＮＥ

３．９４．３３．５5.4

280.2319.2212.4209.2

４５３

l１

ＥＮＥ

4.6

150.3

107.5

７

ＥＮＥ

5.7

137.3

３１．５

７

ＮＥ

4.6

195.0

７３

６

Ｎ

4.7

166.4 184.2
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ことを別報（ＳｕｎｅｔａＬ，l998a）で報告した

が，この年期は降雨の影響が強く現れたものと

考える．なお，３月下旬から４月にかけては降

雨が少なく，この時期に収穫した圃場の糖度は

相対的に高かった．糖度の高い圃場は幕下，特

に池の周辺に分布し，北区の幕上および南東部

は全般に糖度の低い圃場が多かった．

このように，年度によって糖度分布には大き

な差が見られたが，３年間を通じて北区の幕上

には各年度の平均値よりも低糖度の圃場が多い

傾向が読みとれた．この原因については後で考

察する．

（２）単位収量および単位産糖量

９５/96年期および96/97年期の単位収量ならび

に単位産糖量の分級図をそれぞれ図３および図

４に示す．単位収量の平均値は，９５/96年期は

4,187kg/10a，９６/97年期は3,452kg/10aであっ

た．前者は糖度と同様に相対的に高いが，後者

は過去40年ほどの中で最も低い値であった．

９５/96年期は，池之沢区（島の西側）幕上に

平均単位収量よりも高い点が集中し，北区幕上，

南区幕上に低い点が多い．南区幕上の糖度は平

均値よりも高い点が多かったが，単位収量が低

いため単位産糖量は平均よりも低い値となって

いる．一方，糖度と単位収量いずれも平均値以

上であった池之沢区の幕上の産糖量はかなり高

い値を示している．北区の幕上は糖度，単位収

量とも平均よりも低かったため，産糖量は平均

値を下回っている．

９６/97年期は，前述のように収穫前に甚大な

台風被害を受け，さらに生育が旺盛な６．７

月に長期（約60日間）の干ばつ害を受けている．

台風については11月中旬の24号以外に７～９月

の間に４個の台風が襲来している．したがって，

干ばつで成長が著しく阻害された状態で相次ぐ

台風被害を受けたことになり，従来にない減産

西側に当たる池之沢区，南区の幕上，｜日東区の

一部および新東区の幕上に高い点が集中してい

る．

ｂ９６/97年期

この年期は全体的に低糖度の圃場が多く，平

均糖度は11.8度で前年期と比較すると大幅に低

下している．これは，1996年11月中旬に台風２４

号が近海を通過し大きな被害（折損害および

潮害）を受けたためである．この台風は降雨が

少なかったため潮害が甚大で，通過後は島内全

域でサトウキビを始めとする植物の葉がすべて

黄変した．この時期は登熟期で糖の蓄積過程に

当たるが，黄変によって葉の光合成能力が失わ

れ，植物体回復のために茎に蓄積された糖が消

費される．収穫期には緑葉がある程度回復して

いたが，糖の増加には至らなかったものと推察

する．また，梢頭部が折れた茎は芽子から発芽

したり，見かけは普通の茎であっても半枯死状

態で糖度が極端に低い場合も少なくない．

糖度分級図を見ると，北区の幕上に相対的に

低い地域が集中しているこの地区は，台風に

よる潮害が最も大きく，加えて，冬季の季節風

の影響を受けたためと考える．一方，南区の幕

上，北区の幕下，島の東側と西側の防風林付近

に糖度が相対的に高い地域が見られる．これら

の地域では防風林および地形の効果で潮害が軽

減されたものと考える．

ｃ９７/98年期

９７/98年期の糖度の最大値は15.9度で前年期

を上回ったが，最小値はむしろ低い値を示した．

糖度の標準偏差は1.2度もあり３年間で最もば

らつきが大きかった．この年期は，表２に示す

ように，収穫期に降雨が極端に多く，ハーベス

タによる収穫作業が不能になり，通常，３月下

旬もしくは４月上旬に終了する作業が５月上旬

まで延びた．収穫時の降雨は糖度を低下させる
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３．薦汁成分および土壌成分の空間分析例

（１）蕨汁Ｋの分布

前述のプロジェクト研究によって，蕨汁中の

K濃度と糖度の間には弱い負の相関関係が見ら

れ，糖度の低い年期ほどその傾向が強いことを

明らかにした（Ｋａｗａｍｉｔｓｕｅｔａ1.,1996,

ＵｅｎｏｅｔａＬ，1997)．そこで，糖度が低かった

96/97年期における蕨汁中のＫ濃度の分布を図

５に表示し，糖度の分布図と比較した．同図よ

り，島の北側を除く幕上は相対的に濃度が低く，

また，幕内には濃度の高い圃場が多いことがわ

かる．図２に示した糖度分布図およびその分級

図を見ると，Ｋ濃度の高い圃場の糖度は相対的

に低い値を示している．９７/98年期についても

同様の傾向があり，また，全体的に糖度が高かっ

た95/96年期についても糖度分級図で見ると同

様の傾向が得られた．

となった．北区幕下，池之沢区幕上（南西側）

に単位収量が平均を上回る圃場が見られる．一

方，北区幕上，南区幕上，池之沢幕上（西側）

は低い地域となっている．この年期は単位収量

だけでなく糖度も低いので，産糖量はほぼ全域

で低い値を示している．わずかに北区から新東

区（北東側）にかけた幕下，｜日東区（東側）か

ら南区の幕下にやや高い値を示す圃場が見られ

る．

これらより，地域および年度によって生産実

績は変化するが，北区の幕上には低糖度，低単

位収量の圃場が他の地域よりも多いことが明ら

かになった．これは，サトウキビの登熟期に当

たる秋季・冬季における北および北東からの季

節風（OkinawaMeteorologicalObservatCry，

1994-1997）による塩害が原因の一つであると

考える．
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（２）蕨汁Ｐの分布

図６に96/97年期における蕨汁中のＰ濃度の

分布を示す．この成分は糖度を高める傾向があ

ることが解明されつつある（Kawamitsuet

aL，1996,ＵｅｎｏｅｔａＬ，1997)．Ｐ濃度は全般

に幕上の内側防風林の外側において低く，幕下

において高い圃場が見られた．特に，北区幕上

のＰ濃度が低い．これらの傾向は他の年度にお

いてもほぼ同様であったが，９５/９６年期のＰ濃

度は全般に高い圃場が多く見られた．Ｋ濃度の

場合と同様に糖度と比較したところ，Ｐ濃度の

高い圃場は糖度が高く，一方，低い圃場では糖

度も低いことを確認できた．

（３）土壌成分のサーフェイス表示

単位収量や糖度に大きな影響を与える要因と

して，気象的な要因の他には，土壌中の元素成

分があげられる．サンプリング圃場の土壌成分

データを数値地図に展開し，空間分布の特徴を

解析した．GISソフトウェアの空間解析機能を

使用し，点状に分布した値から全面にわたるサー

フェイス表示を行った．これによって点表示よ

りも空間的な特徴の把握が容易となる．サーフェ

イスにおける各セルの値は中心点の値であり，

隣接セルとの中間の値は補間によるものである．

このため，表示精度を上げるにはより多くのサ

ンプリング地点が必要で，解析結果の見方にも

注意を要する．

ａ土壌ｐＨの分布

サンプリング圃場の土壌ｐＨ分布をサーフェ

イス表示した（図７）．これは土壌の化学的性

質に関する重要な因子で，施肥管理の指標の一

つである．５回のサンプリングにおける土壌

ｐＨの平均値は約5.5と低く標準偏差も小さい．

すなわち酸性土壌が広く分布している．特に北
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区幕上の圃場は５回ともほぼ低い値となってい

る．ｐＨ４以下の土壌はサトウキビの生育に悪

影響を及ぼすので対策が必要である（Okinawa

agriculture,fbrestryandfisherydepartment，

1993)．このような地区あるいは圃場を特定し，

その範囲内でより詳細な土壌分析を行えば効果

的な対策が可能となる．

新東区幕下の貯水池周辺には，ｐＨ７～８と

例外的に高い値の圃場が分布している．その原

因を探るために，９８年３月の土壌ｐＨの分布図

に基盤整備事業計画図をオーバーレイ表示して

みた（図８参照)．同図より，ｐＨの高い地点は

基盤整備事業が終了した圃場であることがわか

る．したがって，事業で実施されている石灰岩

砕粉散布による土壌改良の効果が現れたものと

推察できる．

ｂ土壌Ｎａの分布

土壌中のＮａは肥料などに由来するとは考え

にくい．南大東島のように小規模で周囲が断崖

の島では，台風や季節風によって海水の飛沫が

発生し島中に飛来する．飛来塩分は風向，風速，

波高などに大きく影響されることが報告されて

いる（Koki，1998)．飛来塩分は土壌中のＮａ濃

度にも影響すると考えられるので，図９のサー

フェイス表示によってその分布を調べた．その

結果，北区および新東区の幕上に濃度の高い地

域があることが確認できた．サンプリングした

１０月および３月は，秋冬季の季節風の影響を受

けやすい時期に一致しているので，Ｎａは主と

して飛来塩分に由来すると考えられる．空中写

真で北区幕上を見ると，他の地域に比べて防風

林が薄く季節風などが侵入しやすい構造のため，
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Fig.１０DistributionofKcontentinsoil

サーフェイスを図１０に示す．幕下にＫ濃度の高

い点が多く，また大池北西部にも相対的に高い

値を示す圃場が存在する．Ｋは土壌に残留しや

すく，低地に集積したものと考える．図５の蕨

汁Ｋ濃度の分布と比較すると大まかに関連があ

る（ＵｅｎｏｅｔａＬ，1997）ことが読み取れた．

土壌成分は施肥方法，地形などの影響によっ

て圃場間あるいは同一圃場内でも大きく変動す

る場合があり，データの空間的な広がりを考察

する際には注意が必要である．ただし一般には，

土壌成分の空間分布と単位収量や糖度の分布を

比較することによって，栽培や施肥管理の適否

および改善策の検討が可能となるものと期待で

きる．

Naの集積が著しいものと見なしうる．

これとは別に大池周辺の土壌Ｎａ濃度が高く

なっている．国土地理院発行の50ｍメッシュ数

値地図で作成した勾配分布図をみると，大池の

沿岸付近は相対的に緩勾配で風が通りやすい地

形になっている．さらにこの地域の北西部に

は，漁港整備事業によって発生した大量の砕石

を積み上げた防風堤が連なっている．防風堤の

上部は平坦で植林もされていないために強風時

にはその内側で渦流が発生し，飛来塩分が集積

しやすい状態になっていると考える．かんがい

などの影響も考えられ，大池周辺の土壌Ｎａ分

布の特異性を考察するには今後さらに詳細な調

査を行う必要がある．

ｃ土壌Ｋの分布

サンプリング圃場における土壌中のＫ濃度の
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Ⅳ摘要

生産支援に有効な各種データの分布状態を視

覚的に解析する簡易なGISの基本部を構築した・

本研究で得た主要な成果は次の通りである.

’）比較的少数のデータであっても，点表示あ

るいはサーフェイス表示によって分布の特

徴が視覚的に把握でき数値データ中心の

分析に比べて分布特性の解析が容易となっ

た．

２）糖度および単位収量は年度間の差がかなり

大きく，この主要因として気象条件が考え

られることを示した．

３）南大東島は気象被害を受けやすい生産環境

であるが，場所によって影響に差があるこ

とが明らかになった．

４）島の北北西部から北東部にかけた沿岸地帯

には，単位収量，糖度ともに全体平均値よ

りも低い圃場が多く見られた．

５）蕨汁中のＫ濃度が高い圃場の糖度は相対的

に低い傾向が読み取れた．

６）蕨汁中のp濃度は全般に幕上において低く，

幕下において高い圃場が見られ，Ｐ濃度の

高い圃場は糖度が高く，低い場合は糖度も

低いことを確認した．

７）土壌は全体的に強い酸性を示すが，基盤整

備事業区には毎年ｐＨ８付近を示す地区が

あり，土壌改良の効果が現れたものと見な

せる．

８）北区および新東区の幕上は土壌中のＮａ含

有量が高く，季節風や台風による飛来塩分

の影響を受けやすいことがわかった.

以上より，点情報のマッピングだけであって

も地域全体の生産システムおよび栽培方法の改

善にはかなり有効であることが明らかになった．
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